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▲30人程度学級について（上尾市） 

▲議会基本条例について（栗山町） 

▲子育てＳＯＳ支援センター 
事業について（武蔵野市） 

 

め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
未
加
入
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
に
参
加
を
促
進
し
、
連
携

を
強
化
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
相
談
員
の
資
質

向
上
及
び
専
門
性
を
高
め
る
た
め

の
研
修
の
充
実
等
、
セ
ン
タ
ー
の

機
能
、
内
容
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
 

           　
鹿
沼
市
で
は
「
か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン

ド
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
鹿
沼
市
は
、
人
口
約
10
万
３

千
人
、
面
積
４
９
０
・
62
平
方
キ

ロ
。
 

　
鹿
沼
市
で
は
、
平
成
16
年
に

「
か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
品
等
認
定
要

領
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
市
内

で
調
達
で
き
る
優
秀
な
素
材
を
原

料
と
し
た
も
の
や
特
有
の
高
い
技

術
に
よ
り
製
造
加
工
を
施
し
、
か

つ
、
消
費
者
の
評
価
が
高
く
、
環

境
に
配
慮
し
た
安
心
安
全
で
、
市

域
内
の
経
済
効
果
を
高
め
る
も
の
 

   　
10
月
27
日
か
ら
29
日
ま
で
の
日

程
で
、
東
京
都
武
蔵
野
市
、
栃
木

県
鹿
沼
市
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

　
武
蔵
野
市
で
は
「
子
育
て
Ｓ
Ｏ

Ｓ
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
に
つ
い

て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
武
蔵
野

市
は
人
口
約
13
万
４
千
人
、
面
積

10
･
73
平
方
キ
ロ
。
 

　
武
蔵
野
市
は
、
児
童
虐
待
の
未

然
防
止
施
策
や
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
を
実
施
し
て
お
り
、
児
童
の

健
全
育
成
を
図
る
た
め
、
平
成
16

年
２
月
に
「
武
蔵
野
市
児
童
虐
待

の
防
止
及
び
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
に
関
す
る
条
例
」
を
施
行
し
、

「
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
支
援
セ
ン
タ

ー
」
を
市
役
所
内
に
開
設
し
ま
し

た
。
セ
ン
タ
ー
で
は
「
電
話
相

談
」
や
「
子
育
て
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
事
業
」、「
産
後
支
援
ヘ
ル
パ
ー

事
業
」
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
子
ど
も
に
関
わ
る
施

設
・
組
織
が
情
報
交
換
、
協
議
を

行
う
「
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
を
つ
く
り
、
連
携
し
て
児
童

虐
待
の
未
然
防
止
と
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
子
供

を
含
め
た
家
庭
全
体
に
迅
速
・
適

切
な
支
援
を
継
続
し
て
行
う
た
 

す
る
住
民
か
ら
の
不
信
は
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
本
来
の
地
方
議
会

の
役
割
、
一
番
住
民
に
近
い
政
治

が
こ
の
ま
ま
で
は
駄
目
だ
と
全
議

員
が
問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
事

が
条
例
制
定
の
大
き
な
要
因
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
 

　
条
例
の
中
で
、
町
民
や
団
体
と

の
意
見
交
換
の
た
め
の
議
会
主
催

に
よ
る
一
般
会
議
の
設
置
や
請

願
・
陳
情
を
町
民
か
ら
の
政
策
提

案
と
し
て
位
置
づ
け
て
町
民
の
議

会
へ
の
参
加
意
識
を
強
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
年
１
回
は
議
員
が
地

域
に
出
向
き
町
民
に
議
会
活
動
の

状
況
報
告
を
す
る
こ
と
を
義
務

化
。
町
長
に
は
論
点
・
争
点
を
明

確
に
す
る
た
め
に
議
員
の
質
問
に

対
し
反
問
で
き
る
反
問
権
を
付

与
。
議
員
相
互
間
の
自
由
討
議
の

推
進
も
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

            

関
わ
り
が
密
に
な
っ
た
こ
と
や
問

題
行
動
の
予
防
が
で
き
た
こ
と
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
約

７
割
の
方
が
こ
の
制
度
の
継
続
を

希
望
し
て
い
ま
す
。
 

　
な
お
、
他
市
と
の
競
合
に
よ
る

教
師
確
保
の
問
題
や
、
教
室
確
保

の
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。
 

            　
栗
山
町
で
は
、「
議
会
基
本
条

例
」
に
つ
い
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
栗
山
町
は
、
人
口
約
１
万
４

千
人
、
面
積
２
０
３
･
84
平
方
キ

ロ
。
当
日
は
８
議
会
59
名
の
合
同

視
察
と
な
り
ま
し
た
。
 

　
栗
山
町
議
会
は
、
平
成
18
年
５

月
に
全
国
で
最
初
に
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
た
地
方
議
会
で
す
。
 

　
民
意
が
届
か
な
い
、
審
議
が
形

式
的
で
あ
る
、
政
務
調
査
費
の
使

途
が
不
透
明
な
ど
、
町
議
会
に
対
 

     　
10
月
22
日
か
ら
24
日
ま
で
の
日

程
で
、
埼
玉
県
上
尾
市
、
北
海
道

栗
山
町
を
視
察
し
ま
し
た
。
 

　
上
尾
市
で
は
、「
小
・
中
学
校

低
学
年
30
人
程
度
学
級
」
に
つ
い

て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。
上
尾
市

は
人
口
約
22
万
５
千
人
、
面
積
45

･
55
平
方
キ
ロ
。
 

　
上
尾
市
に
は
、
小
学
校
が
22

校
、
中
学
校
が
11
校
あ
り
ま
す
。

30
人
程
度
学
級
の
始
ま
り
は
、
法

律
の
改
正
や
県
教
育
事
務
所
か
ら

の
情
報
提
供
を
受
け
、
平
成
14
年

4
月
に
32
人
学
級
と
し
て
小
学
校

１
年
生
８
学
級
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
そ
の
後
小
学
校
２
年
生
と
中
学

校
１
年
生
に
拡
大
し
、
本
年
４
月

か
ら
は
、
編
制
基
準
を
33
人
と

し
、
小
学
校
１
・
２
年
生
８
学

級
、
中
学
校
１
年
生
６
学
級
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
少
人
数
学
級
編
制
の
効
果
は
、

学
習
面
で
は
、
き
め
細
か
く
基

礎
、
基
本
が
個
々
に
応
じ
て
指
導

が
で
き
、
話
し
合
い
や
学
習
習
慣

が
身
に
つ
い
た
こ
と
。
生
活
面
で

は
、
子
供
同
士
や
子
供
と
教
師
の
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▲市道路整備計画について（湖南市） 

▲かぬまブランドについて（鹿沼市） 
 
 

▲誰にもやさしいまちづくりについて 
（高山市） 

 

▲四番町スクエアのまちづくりについて 
（彦根市） 

　
彦
根
市
で
は
、「
中
心
市
街
地
活

性
化
事
業
（
四
番
町
ス
ク
エ
ア
の

ま
ち
づ
く
り
）」
に
つ
い
て
視
察

研
修
を
行
い
ま
し
た
。
彦
根
市
は

琵
琶
湖
の
東
岸
に
位
置
し
、
人
口

約
11
万
人
、
面
積
約
98
平
方
キ
ロ

で
す
。
 

　
中
心
市
街
地
の
商
店
街
と
し
て

か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
、

活
力
の
再
生
を
図
る
た
め
、「
街
な

か
再
生
土
地
区
画
整
理
事
業
」
に

よ
る
再
生
手
法
と
併
せ
て
フ
ァ
サ

ー
ド
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
大
正
ロ
マ
ン
を
統
一
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
掲
げ
、
訪
れ
る
人
々

に
楽
し
さ
と
安
ら
ぎ
を
提
供
し
て

い
く
と
と
も
に
、
伝
統
と
新
し
さ

の
融
合
し
た
大
正
時
代
の
エ
ッ
セ

ン
ス
を
十
分
に
取
り
入
れ
、
古
き

良
き
伝
統
を
未
来
へ
と
つ
な
げ
る

魅
力
的
な
景
観
づ
く
り
を
行
っ
て

い
ま
す
。
 

 

           　
湖
南
市
で
は
、「
市
道
路
整
備

計
画
」
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
 

　
湖
南
市
は
滋
賀
県
東
南
部
に
位

置
し
、
人
口
約
５
万
６
千
人
、
面

積
70
・
49
平
方
キ
ロ
で
す
。
平
成

16
年
10
月
１
日
に
石
部
町
と
甲
西

町
が
合
併
し
て
湖
南
市
と
な
り
ま

し
た
。
 

　
道
路
整
備
計
画
は
、
本
年
７
月

に
区
長
会
５
名
、
民
間
２
名
、
学

識
経
験
者
４
名
か
ら
な
る
道
路
整

備
計
画
策
定
委
員
会
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
５
回
開
催
。
整
備
効
果

を
評
価
す
る
指
標
を
設
定
し
、
48

路
線
を
路
線
毎
に
整
備
効
果
ポ
イ

ン
ト
を
算
定
し
て
、
整
備
時
期
を

設
定
。
整
備
時
期
は
短
期
（
概
ね

５
年
以
内
に
完
了
又
は
着
手
）
、

中
期（
概
ね
10
年
以
内
に
着
手
）、

長
期（
概
ね
10
年
以
降
に
着
手
）に

分
類
。 

ト
イ
レ
で
、
最
近
は
「
オ
ス
ト
メ

イ
ト（
人
口
肛
門
、人
口
膀
胱
）」

対
応
や
大
人
の
オ
ム
ツ
交
換
な
ど

が
で
き
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト

を
整
備
し
、
よ
り
多
く
の
人
が
安

心
し
て
外
出
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
 

　
民
間
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
つ
い
て
の
助
成
は
改
修
費
に
対

し
て
２
分
の
１
で
２
０
０
万
円
限

度
。
改
修
内
容
と
し
て
は
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
、
ホ
テ
ル
、
客
室
の
段

差
改
修
な
ど
、
又
タ
ク
シ
ー
サ
ポ

ー
ト
シ
ー
ト
の
改
修
に
は
一
台
15

万
円
限
度
。
平
成
18
年
度
に
は
中

小
企
業
が
行
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

整
備
に
融
資
制
度
を
設
け
、
６
０

０
万
円
を
限
度
（
無
利
子
）
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度

ま
で
に
延
べ
27
件
、
約
３
６
０
０

万
円
の
改
修
、
整
備
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
 

           

   　
11
月
４
日
か
ら
６
日
ま
で
の
日

程
で
、
岐
阜
県
高
山
市
、
滋
賀
県

湖
南
市
、
彦
根
市
を
視
察
し
ま
し

た
。
 

　
高
山
市
で
は
、「
誰
に
も
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
視

察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
高
山
市

は
岐
阜
県
北
部
に
位
置
し
、
人
口

約
９
万
５
千
人
、
２
１
７
７
・
６

７
平
方
キ
ロ
の
面
瀬
を
有
す
る
日

本
一
広
大
な
都
市
で
す
。
 

　
安
心
、
安
全
、
快
適
な
バ
リ
ア

フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組

み
は
、
平
成
８
年
の
「
障
害
者
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
が
契
機
と
な

り
、
始
ま
り
ま
し
た
。
 

　
道
路
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
安

全
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
最
優
先

と
し
、
Ｊ
Ｒ
高
山
駅
を
中
心
に
１

㎞
圏
内
を
重
点
整
備
区
域
と
し
て

車
道
と
歩
道
の
段
差
を
２
㎝
以
下

に
、
横
断
勾
配
を
５
％
以
下
に
改

修
、
側
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
改
修

に
つ
い
て
は
車
椅
子
や
ハ
イ
ヒ
ー

ル
の
か
か
と
部
分
が
落
ち
込
ま
な

い
よ
う
隙
間
が
１
㎝
以
下
に
取
り

替
え
て
い
ま
す
。
 

　
公
衆
ト
イ
レ
は
、
市
内
に
約
２

０
０
箇
所
あ
り
、
約
80
箇
所
は
車

椅
子
対
応
型
ま
た
は
多
目
的
型
の
 

を
「
か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
品
」
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

市
内
外
へ
広
く
情
報
発
信
す
る
こ

と
で
、
市
内
産
業
の
活
性
化
及
び

知
名
度
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。
 

　「
か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
」
の
推
進

事
業
と
し
て
は
、
新
聞
等
メ
デ
ィ

ア
へ
の
積
極
的
な
掲
載
や
、
か
ぬ

ま
ブ
ラ
ン
ド
便
、
首
都
圏
に
お
け

る
か
ぬ
ま
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ア
の
実

施
等
に
よ
る
販
路
拡
大
に
よ
り
、

前
年
を
大
き
く
上
回
る
売
り
上
げ

を
あ
げ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
、

販
売
班
の
充
実
や
ブ
ラ
ン
ド
便
の

改
善
等
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
鹿
沼
市
は
、
平
成
18
年

１
月
１
日
の
合
併
に
よ
り
、
そ
ば

の
作
付
面
積
、
生
産
量
が
い
ず
れ

も
県
内
１
位
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

「
鹿
沼
そ
ば
振
興
計
画
」
を
策
定

し
、
関
東
一
の
そ
ば
の
郷
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
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